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研究班活動報告東アジア経済のグローバル化とガバナンスに関する研究
代表者
　
井上
　
貴也
研究員：李芝妍、後藤武秀、深川裕佳客員 荒邦啓介、朱大明 高橋彩、中田有紀、盛岡一夫、山形勝義
平成二七年度は、研究班のメンバーで井上円了記念研究助成（研究所プ
ロジェクト） 課題「珠江デルタ地帯における西洋近代法と伝統的宗法規範の対立と同化に関する研究」に採択されたので、プロジェクト研究課題をコア 課題 して設定し、 活動を展開し （詳細は、本誌「プロジェクト研究報告
p.312 参照」 ） 。
研究概要は、珠江デルタ地帯の西洋近代法と伝統中国の法すなわち宗法
が共存している状況下において、①マカオにおけるポルトガル法と伝統中国の宗法との対立、同化の過程を明らかにし、実際の裁判において、華人の紛争 どの分野にポル ガル法に基づく判決が下されたか、そしてそれは華人社会に ような反応を生み出したかを明らかにすること ②香港において、華人社会 紛争が常に宗法に依拠し 解決されたのかどうかイギリス法が柔軟に変質しつつ適用されることはな ったの どうかを明らかにすること、さら ③珠江デルタ地帯全体として、西洋近代法がどのような抵抗と同化の過程を経て導入されたかの一般理論を構築し、東アジアの他地域、すなわち日本 台湾、韓国における西洋近代法の継受に関する理論と比較検討を行う である。
構造転換期の中国経済と社会

代表者
　
郝
　
仁平
研究員：王学群、王雪萍
　
続三義、滝澤美帆、梁春香、劉永鴿
客員 阿部照男、飯塚勝重、横川伸、南亮進、鄧光婭
減速局面に入った中国の経済と社会は大きな転換期を迎えており、その
インパクトと行方に世界が注目している。当研究班は急速な経済成長に伴う中国の経済・社会の変化を多角的総合的に捉え、その現状と諸課題を検証しようとするものである。
本年度は新たに数名のメンバーを受け入れ研究組織の充実を図った。各
研究員が各自の研究テーマに沿って研究を進めるとともに、研究会を開き、 結果の発表および情報交換を行った。
二〇一五年一一月二八日に、中国から三名の研究者を招き、研究班の公
開研究会を兼ねて、本学経済学部との共催で公開国際シンポジウム「中国経済の新常態と社会・文化 変容」を開催した。当日に学内外から約三○人が出席し、活発な討論が展開され、シンポジウムは成功裏 終わった（p.364 ページを参照） 。
海外駐在員のメンタルヘルス研究

代表者
　
加藤
　
千恵子
研究員：
 井上貴也、喜岡恵子、後藤武秀、ジェイムス・ダニエル・ショート、土田賢省
本研究グループでは、海外赴任者の心理状態や意識について調査を行
い、その分析結果に基づき、
W
E
B
カウンセリングシステムを構築するな
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ど一定の成果をあげてきた。その中で海外赴任者の精神状態を把握する難しさとその問題の重要性を再認識するに至った。そこで、文化を超えて、こころが可視化できるようにすることを目標に、本研究グループの活動の次なる展開の一つとして、 「こころの可視化研究会」の創成を意識した研究活動を行った。研究課題を共有していく めに、東洋大学アジア文化研究所（白山キャンパス二号館四階）研究所室にて研究会を開催した。テーマ（活動目的）は「個人・集団のこころの状態、変化、特質 わかりやすく、効率的・効果的に可視化する方法の開発」である。
まず、研究班から研究会へと発展させていくために、研究班代表者であ
る加藤が、研究会の目的および活動の概要について説明を行った。心理学や生理学、流体力学、情報科学といった研究領域 枠を越えた学際的なアプローチにより、心理状態 可視化を試みるこ が可能かどうかについて検討した。その成果は、将来 には海外赴任者 メンタルヘルスについ 、インターネットを利用した調査、さらにはその発 的形態として映像 利用した診断にまで進むことができるのではないか 期待 ている。そのような可能性をまとめ、 「こころの可視化」研究の 用が される領域一つとして、 「ヘルスプロモーション」が検討されてし るべきであ ことから、その研究も概要を呈示するにいたった。
従来の海外赴任者のためのメンタルヘルス研究成果の一つであるテキス
トデータの分析手法（ファジィクラスタ分析）においては、ファジィクラスタ分析を「こころの可視化」に応用することが次の課題となるであろう。
東南アジアにおける地域社会のダイナミクス──宗教、教育、ジェンダーをめぐるグローバル化とローカル化

代表者
　
後藤
　
武秀
研究員：金田英子、木内明、小林正夫、谷釜尋徳、長津一史、山本須美子客員
 石井隆憲、井上星児、大城美樹雄、太田辰幸、川上崇、新江利彦、末成道男、髙津茂 中田有紀、中村理恵、西野節男服部美奈 本多守 吉本康子 米 公丸 渡邉暁子
本研究班は主として東南アジアを研究の対象としているが、研究内容は
多岐にわたっている。各研究員がそれぞれの関心に従って多彩な研究活動を展開しているが、本年度はベトナム研究に大きな進展を見せた。ベトナム研究は元本学社会学部教授の末成道男客員研究員 下で研究員の組織化と研究の推進が図られており、ドイモイ政策以降のベトナム農村研究、少数民族 に進 を見た。その成果として、川上崇客員研究員は の起業家を例 して取り上げた研究をまとめ上げ、本多守 はランドン省コホー族の水田耕作について現地 研究者との共同研究をまとめるまでになった。また、中村理恵客員研究員は末 のフィールドであるフエ地域における交易についてまとめることができた。これらの成果は、本研究所研究年報に掲載される予定である。インドネシアについては教育分野の を進めて り、主として中田有紀客 研究員がとりまとめを行っている。次年度以降 その成果がまとまる予定である。
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多文化アジアにおける異文化接触と教育

代表者
　
斎藤
　
里美
研究員：野間信幸客員 陳俊森、王秋華、王浄華、木下江美
二〇一五年三月二日（月）に華中科技大学外国語学院日本語科講師の王
浄華先生を招いて公開講演会を開催した。また 同日、研究班の二〇一五年度研究計画につ 検討する研究会を行った。それらの成果は、二〇一五年度の『研究所年報』掲載の王浄華氏の論文にも反映されている。
また斎藤は、トランスナショナルな移民を対象とした教育に関する研究
成果を「
O
E
C
D
国際調査にみる移民の子どもの教育成果とその分析」 （ 『比
較教育学研究』第五一号掲載）として発表した。
さらに二〇一五年一二月三日（木）には、ドイツから一時帰国 木下
江美氏を招いて、 交流と今後の研究打合せを行っ
なお、王浄華氏の講演会概要については、別掲の記事で報告する。
中華世界の拡大と再生

代表者
　
高橋
　
継男
研究員：坂井多穂子、千葉正史客員
 飯塚勝重、石川重雄、大川正彦、大室智人、菊池良輝、佐藤三千夫、真田安、髙津茂 竹内洋介 谷口房男 都甲裕文、廖国一
院生研究員：中村祐也
本研究班はこの間（平成二六年一二月～） 本研究所 公開研究例会を
兼ねて、次のように二回の研究例会を開催した。日時：平成二六年一二月一三日（土）午後一時三〇分～会場：東洋大学白山校舎
　
六Ｂ一一教室
１『植民地期台湾における原住民を対象とした養蚕活動とその後』
アジア文化研究所客員研究員
　
大川
　
正彦
２『
 唐初における国号〈隋〉字の字形変化─〈隋・煬帝墓誌〉発見によせて─』

アジア文化研究所研究員
　
高橋
　
継男
日時：平成二七年八月一日（土）午後一時三〇分～会場：東洋大学白山校舎
　
六四〇五教室
１『唐代「牛李党争」再考─とくに「牛派」の理解をめぐって─』
アジア文化研究所客員研究員
　
竹内
　
洋介
２『北宋における三人結隊の導入について』
アジア文化研究所客員研究員
　
大室
　
智人
なお本研究班は、平成一八年度以来一〇年間、活動を続けてきたが、
（現）代表者の本学退職にともなって今年度で終了し、来年度からは新たな代表者のもとで新しい研究班を発足する予定である。トルコ共和国の憲法裁判所

代表者
　
名雪
　
健二
研究員：宮原均客員
 齋藤康輝、徐瑞静、杉山幸一、鈴木陽子、高澤弘明、成瀬トーマス誠
本年度の研究の目的は、トルコ共和国憲法の裁判所制度である。トルコ
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共和国においては、憲法制定過程の中で、いかなる裁判所を設けたのか、その種類と管轄を取り上げて研究した。
裁判所の種類の中で、憲法問題だけを取り扱う憲法裁判所があるが、そ
れを設けた趣旨を探ると同時に その組織と権限を研究した。
憲法裁判所の裁判官は、何名で組織されているのか、また、二〇一〇年
の憲法改正前と改正後では裁判官の数は変更されたのか、変更され のであるならば、その理由は何か った。
憲法裁判所の決定の仕方について どのように行われるのか、また、
憲法改正前と改正後とで決定の仕方に変化があったのか、あったとすれば、いかなる理由によるのかを探った。
憲法裁判所の権限としては、いかなるも があるのかを調べ、その中で、
とくに立法行為の審査、すなわち、抽象的規範審査 具体的規範審査を取り上げて、それぞれ 手続の性質および提訴権限と審査の対象を研究した。
また、憲法裁判所は、政党が憲法に違反するかどうかを審査する権限が
あるが、こうした手続を設けた趣旨は何か、さらに こうし 手続が行われたのか、実態を調査した。
なお、トルコ共和国における憲法裁判所を理解する上で検討を要す の
は、ドイツ連邦憲法裁判所である。そこで、とくにドイツ連邦憲法裁判所の権限である抽象的規範審査と具体的規範審査を取り上げて 概略的 はあるが、比較憲法学的に検討した。
中国の文化と社会

代表者
　
野間
　
信幸
研究員：有澤晶子、井上貴也客員 小泉京美 田中路子、馬雪峰「中国の文化と社会」研究班は、中国関係を研究対象とする研究者が集う場として設置されたものである。しかしここ数年来、本研究班では組織的な研究活動を展開できていない。それでも研究所内における所属場所として、とくに若手研究員から必要とされていることもあり、 「雌伏」の態勢で時機をうかがっている次第である。本年度の 「中国の文化と社会」 研究班の具体的活動は、 細々とではあるが、 若
手研究者養成の活動とも呼ぶべき読書会を続けており、 れを報告しておく。
毎月原則として第二・第四金曜日の一四時四五分から一六時一五分にか
けて、野間 員・馬雪峰客員研究員・田中路子客員研究員が集い、台湾の政治大学客座教授である陳芳明氏が著した大部の著作『台湾新文学史』（二〇一一年一○月）を講読した。その成果を一部含んで、この度東方書店から『台湾新文 史』 （二○一五年一二月一五日出版）とし 刊行ることになった。トランスナショナリティ研究

代表者
　
松本
　
誠一
研究員：
 植野弘子、後藤武秀、小林正夫、志摩憲寿、鈴木佑記、長津一史、山本須美子
客員研究員：
 井出弘毅、大畑裕嗣、加藤剛、金子正徳、北村由美、金東光、
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権香淑、小澤康則、塩崎（久志本）裕子、末成道男、バイラ・プラサド・ビレンドラ 疋田聰、宮下良子、森田良成、山口裕子、吉川美華 渡邉暁子
【目標】当研究班が目標とするのは、東アジア・東南アジア・南アジアを主な対象として、そこにおける個別エスニシティ（民族性）の調査、および文化接触・文化変容の研究を推進すること。また、アジアの人々の移動と移動先での定住化および受け入れ社会での葛藤・同化の状況、アイデンティティの様相を明らかにすることである。こ ために、文化人類学・社会人類学・教育人類学・環境人類学・宗教人類学・法人類学・法制史・人文地理学・市民社会論・俗信研究・高等教育論・植民地史などの専門分野の研究者がそれぞれの視角から研究し、学際的に協力して複雑 アジア社会文化の解明に寄与したい。【研究プロジェクト】当研究班では学内の競争的研究資金（井上円了記念研究助成）を二つ抱えていて、これらが実質的に当班の研究活動の中心になっている。
共同研究 「研究所プロジェクト」 （研究代表者：長津一史研究員、研究課
題 「グローバル化時代の境域社会における 族再編のダイナミクス──東南アジア・東アジアの地域間比較」 ） 、 および大型研究特別支援助成 （ 代表者：松本誠一研究員、研究課題 「アジア 国境をまたぐ生活スタイルの研究──東アジ ・東南アジア・南アジアの比較を中心に」 ） である。
いずれもメンバーは研究班メンバーの一部で構成し、また所外研究者の
参加協力も得ながら遂行している。
この二つのプロジェクトの活動に関しては、別掲の記事で報告する。
近代日本・イスラーム世界関係史

代表者
　
三沢
　
伸生
研究員：子島進、ロバート・ヒューズ客員
 赤堀雅幸、安藤潤一郎、石井隆憲、石丸由美、今松泰、奥山直司、シナン・レヴェント、下山伴子、高橋圭 ダニシマズ・イディリス、東長靖、仁子寿晴 ヌールッラー・サト 福田義昭、嶺崎寛子 吉田達矢
本研究班は、十九世紀に始まった日本のイスラーム世界の関係を研究
員・客員研究員が適宜連携し、問題・課題を設定して調査・研究している。本年度は新たにトルコ共和国国立アンカラ大学のヌールッラー・サト氏を客員研究 として迎え、アラビア語・ペルシア語・トルコ語の現地語史料を用いながら現地での調査を踏まえて研究を推進している。
本年度は六月にロシア・タターリスタン共和国カザンで開催された国際
シンポジウムに一名、九月にトルコ共和国イスタンブ で開催された国際シンポジウムに四名を口頭発表参加で派遣し、本班が今まで推進してき日本とトルコ（タタール 含む）との関係に関する研究成果 示し、高評価を得た。発表の要旨集は年度内に刊行される見通しである。 た十月に来日したロ ア・タターリスタン共和国科学アカデミー所属の 者ちと交流をもち、今後の研究協力を約した。二月には新規に客員 員として参画戴いたサト氏を中心にワ クショップの開催を予定してい 。また研究所の年次集会では 子島研究員が進める人道援助・ボランティア活動に関わる成果の一端 明らかにする。
